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外

人

と

地

鎮

祭

外
国
の
新
聞
記
者
が
日
本
に
き
て
「
明
治
百
年
」
に
族
の
心
が
、
凡
百
の
社
会
生
活
の
諸
面
に
生
き
て
い

強
い
関
心
を
持
ち
、
明
治
維
新
の
頃
の
国
情
を
し
ら
る
。
外
人
記
者
の
観
察
が
、
今
日
の
め
ざ
ま
し
い
産
業

べ
、
今
日
の
す
ば
ら
し
い
産
業
の
発
朕
が
ど
う
し
て
当
発
展
の
原
凶
を
、
伝
統
的
精
神
に
求
め
て
い
る
の
は
、

時
に
結
び
つ
く
か
を
、
し
さ
い
に
観
察
し
た
。
結
論
と
ま
こ
と
に
秀
逸
と
し
な
け
れ
ば
な
る
ま
い
。

し
て
「
こ
の
国
民
は
民
朕
の
伝
統
を
重
ん
じ
、
外
来
文
先
祖
を
祭
る
心
の
具
体
化
が
、
氏
神
の
お
宮
の
護
持

化
の
吸
収
の
中
に
そ
れ
を
生
か
し
、
産
業
の
模
倣
酌
段
で
あ
り
、
そ
の
厳
瑚
な
祭
儀
の
版
承
で
あ
る
。
多
く
の

階
に
も
そ
の
精
神
を
守
っ
て
き
た
か
ら
だ
」
と
言
っ
て
神
社
は
氏
族
の
先
祖
祭
り
で
あ
り
．
地
域
社
会
の
共
同

い
る
。
文
明
開
化
の
合
言
葉
で
、
急
速
に
西
欧
文
明
の
の
先
祖
追
薙
崇
敬
の
姿
で
あ
る
。
然
し
素
朴
な
農
山
村

移
入
に
我
を
忘
れ
た
か
の
よ
う
な
観
は
あ
っ
て
も
、
チ
に
鎮
守
の
お
富
は
ふ
さ
わ
し
い
情
域
で
あ
っ
て
も
、
近

ヨ
ン
篭
を
切
り
、
洋
服
を
言
け
た
血
肉
に
は
、
民
族
伝
代
建
圭
の
林
立
す
る
大
部
巾
の
高
層
ビ
ル
に
お
宮
が
造

承
の
風
俗
習
慣
が
全
く
捨
て
ら
れ
た
の
で
は
な
か
つ
ら
れ
、
そ
の
事
務
至
に
神
棚
が
設
け
ら
れ
る
の
は
、
不

た

。

釣

り

台

い

と

忠

つ

向

も

あ

る

よ

う

だ

が

、

祭

り

た

い

気

そ
の
恨
岻
に
あ
る
も
の
、
も
っ
と
大
切
な
血
脈
と
な
持
、
祭
ら
さ
る
を
得
な
い
目
語
の
心
、
そ
れ
が
外
人
記

っ
て
流
れ
て
い
た
も
の
、
そ
れ
は
民
朕
魂
の
中
に
潜
在
者
の
結
覗
に
通
す
る
こ
と
を
知
ら
れ
は
な
ら
な
い
。

し
つ
づ
け
る
皿
燭
と
精
神
の
源
泉
と
も
言
う
べ
き
先
祖
現
代
科
学
の
粋
を
集
め
る
大
工
場
の
建
設
に
も
、
先

を
祭
る
心
で
あ
る
。
姿
形
は
変
っ
て
も
変
り
得
な
い
民
ず
神
道
睦
礼
に
よ
る
地
鎮
鑑
や
、
紀
工
式
が
行
な
わ
れ

~
新

年

の

祈

天
孫
を
助
け
奉
り
て
、
天
孫
に
い
つ
か
れ
よ
」
と
は
、
天
照
大
神
か
ら
宗
像

大
神
に
下
さ
れ
た
御
教
え
で
あ
る
。
「
皇
室
を
守
誰
し
皇
室
か
ら
祭
ら
れ
よ
」

と
は
、
宗
像
大
神
が
国
家
鎮
渋
の
神
徳
を
垂
れ
絵
う
と
同
時
に
、
皇
室
を
は
じ

め
川
乢
す
べ
て
か
ら
奉
斎
さ
れ
る
べ
き
神
で
あ
る
事
を
意
味
し
て
い
る
。
「
奉

助
ｌ
所
祭
」
の
御
言
菜
は
、
私
達
に
互
譲
互
助
、
ゆ
ず
り
合
い
助
け
合
う
べ
き

姿
を
亜
示
し
て
い
る
。

り
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ト

ろ
例
は
少
く
な
い
。
し
め
縄
を
張
り
廻
ら
し
た
祭
場
に

威
儀
を
正
し
た
参
列
者
の
中
に
関
係
外
人
の
姿
を
見
つ

け
る
場
合
が
あ
る
。
古
式
に
よ
る
行
事
の
後
、
玉
串
を

捧
げ
る
拝
礼
と
な
っ
て
、
外
人
に
も
玉
串
が
手
渡
さ
れ

る
と
、
日
本
人
の
作
法
に
倣
っ
て
、
敬
虐
な
態
度
で
仮

設
の
神
座
に
向
い
拍
手
を
う
ち
頭
を
垂
れ
る
。

宗
教
を
異
に
す
る
硬
等
に
、
わ
が
固
有
の
神
霊
の
観

念
は
恐
ら
く
理
解
さ
れ
ま
い
し
、
従
っ
て
信
仰
か
ら
発

し
た
所
作
で
も
あ
る
ま
い
。
逆
に
日
本
人
が
民
族
信
仰

と
し
て
の
神
道
、
個
人
信
仰
と
し
て
の
仏
教
以
外
の
宗

教
騒
礼
の
場
に
臨
む
こ
と
も
あ
ろ
う
が
、
地
鎮
祭
に
於

け
る
外
人
同
様
に
、
所
作
を
合
わ
せ
て
も
信
仰
の
根
底

は
な
い
と
言
え
る
。

自
分
の
大
切
に
す
る
も
の
は
、
他
人
に
も
同
様
に
重

ん
じ
て
も
ら
い
た
い
の
が
自
然
の
人
情
。
そ
の
た
め
に

は
固
分
も
ま
た
他
人
の
大
切
に
す
る
も
の
を
、
重
ん
す

る
態
度
を
と
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
外
人
の
玉
串
拝

礼
に
、
い
さ
さ
か
も
軽
屈
粗
漏
の
見
ら
れ
な
い
の
は
、

こ
の
心
狩
を
忠
実
に
表
明
し
た
も
の
と
う
な
ず
け
る
。
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入

新

年

の

お

守

り

を

奉

斎

ｌ

全

国

交

通

関

係

者

ｌ

恒
例
に
よ
っ
て
新
年
の
交
通
安
全
の
に
物
語
っ
て
い
る
。

お
守
り
が
全
邑
の
交
通
関
係
者
に
郵
送
当
社
に
交
通
安
全
を
祈
願
し
た
歴
史

さ

れ

た

。

は

古

く

、

五

世

紀

（

約

一

、

五

○

○

年

撫
藷
羅
篭
灘
率
蕊
誌
蕊
蕊
潅

は
古
く
、
五
世
紀
（
約
一
、
五
○
○
年

前
）
に
大
陸
と
の
海
上
交
通
に
船
形
等

を
捧
げ
て
平
穏
な
航
海
を
祈
っ
た
事
が

る
宗
像
大
社
の
御

押
徳
を
戴
き
、
交

通
に
関
係
す
る
人

々
が
今
年
の
業
務

の
安
全
と
繁
栄
を

願
っ
て
各
自
の
車

輌
に
お
守
り
を
奉

斎
す
る
習
わ
し
に

な
っ
て
い
る
。

こ
の
正
月
守
り

の
申
込
み
は
年
を

追
う
ご
と
に
増
昇

の
一
途
を
た
ど
っ

て
い
る
が
こ
れ
は

車
輌
の
増
加
と
事

故
の
増
加
に
よ
っ

て
交
通
地
獄
が

現
実
の
問
題
と
し

て
、
人
々
に
迫
っ

て
い
る
事
を
如
実

~ ~ ~ ~

数
々
の
祭
把
品
に
よ
っ
て
窺
え
る
。

お
守
り
と
は
、
神
に
祈
願
し
た
み
し

る
し
（
神
璽
）
で
、
こ
の
交
通
安
全
の

み
し
る
し
を
付
け
る
こ
と
は
、
神
に
交

通
の
無
事
故
を
祈
り
、
安
全
を
雷
う
こ

と
に
他
な
ら
な
い
。

正
月
守
り
の
申
込
み
は
、
最
近
大
企

業
以
外
の
運
輸
会
社
か
ら
の
も
の
が
目

立
ち
、
特
に
航
空
会
社
か
ら
の
要
望
も

尭
唖
テ
旬
○

当
社
で
は
、
九
州
全
域
に
渡
り
主
な

交
通
関
係
会
社
は
勿
論
山
口
地
方
の
会

社
に
対
し
て
も
案
内
状
を
発
送
し
た
。

発
送
数
は
次
の
通
り
。

一
、
電
車
、
バ
ス
会
社
三
十
七
件

一

、

海

運

業

会

社

三

十

件

一

、

航

空

会

社

十

七

件

一

、

一

般

会

社

三

十

一

件

合

計

二

五

件

信
仰
の
世
界
は
社
会
生
活
の
重
要
な
一
面
で
あ
る
。

特
に
対
人
関
係
に
於
い
て
も
微
妙
且
つ
深
刻
な
作
用
を

持
つ
。
そ
れ
は
各
民
族
の
長
い
歴
史
的
事
実
が
そ
れ
を

雄
弁
に
物
語
っ
て
い
る
。
わ
が
国
史
の
上
に
、
耶
蘇
教

圧
迫
に
抗
す
る
殉
教
の
悲
劇
が
、
自
分
の
大
切
に
す
る

も
の
を
命
を
か
け
て
守
ろ
う
と
し
た
貴
重
な
事
蹟
と
し

て
残
さ
れ
て
い
る
。
現
代
の
憲
法
が
思
想
の
自
由
、
特

に
檮
仰
を
束
縛
し
な
い
条
項
を
明
示
し
て
い
る
の
は
、

信
仰
の
世
界
に
権
力
を
排
除
し
、
人
間
の
心
の
牛
活
を

如
何
な
る
圧
力
か
ら
も
守
ろ
う
と
す
る
法
理
に
基
ず
く

も
の
で
あ
ろ
う
。

唯
物
論
の
横
行
す
る
時
代
、
唯
物
史
観
が
政
治
思
潮

に
大
き
な
比
重
を
示
す
時
代
と
な
っ
て
も
、
檮
仰
は
自

由
で
あ
り
、
人
間
生
活
の
根
本
原
理
は
拘
束
出
来
な

い
。
信
仰
の
自
由
は
、
同
時
に
艇
信
仰
の
自
用
を
も
意

味
し
て
い
る
。

然
し
動
物
の
生
態
の
中
に
存
在
し
な
い
情
操
が
、
人

間
の
心
に
は
何
人
に
為
生
き
て
い
る
。
こ
れ
が
故
に
美

を
愛
し
、
真
を
求
め
、
篝
を
這
う
の
で
あ
る
。
そ
の
心
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蒙

少

首

酒
落
の
禅
僧
が
「
冥
土
の
旅
の
一
里

塚
」
と
吐
き
去
っ
左
大
晦
の
除
夜
の
鐘

が
、
百
八
の
煩
悩
を
さ
ま
す
か
の
如

く
、
鳴
り
渡
る
と
、
「
元
旦
の
見
る
も

の
に
せ
む
富
士
の
山
」
の
清
々
し
い
心

気
に
一
転
。
初
詣
で
の
年
頭
風
景
は
、

凡
夫
具
足
の
煩
悩
を
年
の
瀬
に
抜
い
流

し
た
、
め
で
た
い
顔
の
行
列
。
然
し
百

八
の
鐘
声
は
消
え
て
も
、
一
向
に
百
祥

は
身
に
つ
い
て
こ
な
い
。
ま
ち
が
い
な

い
の
は
馬
齢
の
加
算
。
深
い
反
省
と
鋭

い
思
索
を
神
は
啓
示
す
る
。
○
い
つ

の
世
も
人
間
は
、
め
で
た
さ
を
頤
う

て
、
大
安
吉
日
を
探
し
て
い
る
。
易
断

の
暦
本
を
め
く
れ
ば
、
大
安
仏
滅
は
明

白
で
も
、
人
生
気
象
台
の
肩
雨
計
は
狂

い
が
喝
で
あ
る
。
あ
て
に
な
ら
ぬ
予
報

を
待
つ
よ
り
、
一
歩
後
退
二
歩
前
進
。

○
一
す
じ
の
道
を
生
き
る
。
そ
の
正

常
の
生
き
方
は
、
人
事
観
測
の
不
手
際

か
ら
、
突
風
に
阻
ま
れ
る
こ
と
さ
え
あ

る
。
誤
っ
た
ら
出
直
す
勇
気
こ
そ
、
三

歩
後
退
四
歩
前
進
の
頼
む
べ
き
発
動

力
○
手
近
な
と
こ
ろ
に
見
る
受
験
を

ひ
か
え
た
学
徒
浪
人
、
彼
等
に
正
月
も

休
日
も
な
い
。
栄
光
め
ざ
す
一
す
じ
の

道
に
、
と
も
す
れ
ば
進
路
を
誤
る
寵
が

か
か
る
。
人
間
の
ネ
ウ
チ
と
は
何
か
、

は
学
究
的
理
齢
と
し
て
は
、
唯
物
論
を
取
り
、
無
信
仰

を
奉
じ
て
も
、
完
全
に
払
拭
し
去
る
こ
と
は
不
可
能
で

あ
ろ
う
。
ス
タ
ー
リ
ン
の
葬
儀
に
花
束
が
捧
げ
ら
れ
、

無
宗
教
者
の
墓
前
に
追
悼
が
行
な
わ
れ
る
の
も
そ
の
証

左
と
言
え
る
。

輪
廻
解
脱
を
願
求
し
て
仏
道
に
精
進
し
て
も
、
血
肉

の
根
源
に
報
本
反
始
の
礼
を
捧
げ
る
先
祖
祭
り
は
絶
や

さ
な
い
。
そ
の
信
仰
に
根
ざ
す
活
力
は
、
信
仰
に
無
縁

を
表
明
す
る
人
々
よ
り
強
い
。
現
存
人
物
で
も
何
等
か

の
意
味
に
於
て
、
大
を
成
し
て
い
る
者
は
、
幸
運
や
、

努
力
の
成
果
と
言
っ
て
も
、
そ
れ
を
獲
得
進
達
さ
せ
た

底
力
は
信
仰
に
発
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
そ
れ
は
必

ず
し
も
宗
教
学
上
の
宗
教
に
限
定
さ
れ
な
い
。

前
述
の
外
人
記
者
の
観
察
は
、
内
外
の
情
勢
お
だ
や

か
な
ら
ぬ
時
期
、
吾
人
の
反
省
の
好
資
料
で
あ
ろ
う
。

社
会
の
秩
序
あ
る
進
運
に
、
民
族
の
生
命
を
持
続
す
る

精
神
的
血
脈
を
捨
て
て
は
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
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幸
福
と
は
何
か
、
試
験
の
成
績
や
仕
事

の
才
覚
が
人
生
を
決
定
ず
け
る
の
か
、

そ
れ
は
、
ト
ン
ネ
ル
を
通
過
し
た
後
に

考
え
れ
ば
よ
い
○
師
走
に
果
し
た
本

懐
、
立
春
が
待
つ
切
腹
、
雲
士
は
歓
喜

の
最
後
に
悲
哀
を
知
っ
た
の
で
は
な

い
。
臥
薪
嘗
胆
、
討
入
、
切
腹
の
す
ぺ

て
が
、
始
め
か
ら
丞
懐
の
連
焼
で
あ
つ

－
永
澤
雁
澤
垂
匿
津
添

の
花
が
咲
い
て
い
た
。
○
ヴ
ァ
ス
・

コ
ダ
・
ガ
マ
は
、
印
度
を
目
指
し
、
コ

ロ
ン
ブ
ス
は
、
逆
コ
ー
ス
の
印
度
渡
航

を
志
し
、
共
に
信
念
の
舵
を
捨
て
ず
に

遇
進
し
た
。
彼
等
の
一
す
じ
の
道
が
、

印
度
や
米
大
陸
の
運
命
を
開
い
た
。

○
桐
一
葉
が
天
下
の
秋
を
知
ら
せ
た

同
じ
大
地
に
、
や
が
て
「
梅
一
輪
一

輪
ほ
ど
の
暖
か
さ
」
の
春
が
訪
す
れ

る

。

（

白

雲

）

る
。

~
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謹
し
ん
で
新
年
の

御

祝

詞

を

申

上

げ

ま

す

昭
和
四
十
四
年
元
旦

宗

像

大

社

宮

司

久

保

輝

雄

他

職

員

一

同

宗
像
会
員
諸
賢
の

御
清
栄
を
遥
か
に

お
祈
り
申
上
げ
ま
す

「

宗

像

」

編

輯

部

~
~ ~~ ~ ~~

1969 (順不同）

1．、汽

繊署
御神徳をたたえ奉りて交通安全宗像大社の

謹しんで新年の御祝詞を申し上げます

福
岡
日
産
自
動
車
株
式
会
社

動
癖
灘
瀧
準
恥
ハ
歩
畢

胴

」

電

話

大

代

表

②

三

一

六

一

番

博
多
日
産
モ
ー
タ
ー
株
式
会
社

一
呼
串
謹
嘩
誹
母
手
弥
》
一
一
番
州

福
岡
ト
ヨ
タ
デ
ィ
ー
ゼ
ル

株

式

会

社

1
J

福
岡
ト
ヨ
タ
自
動
車
株
式
会
社

福
岡
マ
ツ
ダ
販
売
株
式
会
社

幽
評
騨
醐
準
町
蕊
夫
纒
地
誰
道
準
一

電

話

⑮

二

七

三

一

’

九

番

ト
ョ
タ
オ
ー
ト
福
岡
株
式
会
社

九
州
三
菱
ふ
そ
う
自
動
車
販
売

株

式

会

社

聖
職
峨
薩
風
岸
彰

四

一

三

一

番

地

の

二

電

話

代

表

⑭

八

一

八

一

番

取

締

役

社

長

金

福
岡
市
渡
辺
通
四
〒

電

話

代

表

⑯

取

締

役

社

長

金

子

道

雄

福
岡
市
大
字
竹
下
五
六
七
’
一
三
番
地

電

話

代

表

、

五

五

一

一

番

取

締

役

社

長

古

林

寿

男

福

岡

市

長

浜

二

丁

目

一

番

五

号

電

話

代

表

⑫

七

六

三

一

番

子

道

雄

目
九
番
二
十
五
号

三

三

三

一

番



争

二

、

~

巳
可 像第97号 昭和44年1月1日水曜日節三種郵便物認可） (2)

今

年

の

交

通

訓

急
停
車
さ
れ
て
も
よ
い
距
離
よ
い
速
度

午
前
零
時
、
除
夜
の
鐘
と
共
に
陸
続
と

車
が
境
内
に
集
り
、
交
通
安
全
の
お
祈

り
と
お
抜
い
が
行
な
わ
れ
る
。

新
車
を
贈
入
し
た
オ
ー
ナ
ー
は
、
必
ず

当
社
に
参
拝
し
て
一
年
間
の
安
全
を
祈

願
す
る
。

二

日

成

人

祭

大

島

中

津

宮

正
月
に
は
県
外
か
ら
里
帰
灯
す
る
若
人

が
多
い
為
、
大
島
公
民
館
で
は
こ
の
巳

に
成
人
祭
を
行
な
う
。

一
○
日
恵
比
須
祭

午

前

十

一

時

俗
に
十
日
エ
ビ
ス
の
祭
り
と
い
う
。

境
内
末
社
蛭
子
社
に
於
い
て
商
売
繁
昌

の
祈
加
祭
を
行
な
い
、
枕
い
て
新
年
の

お
座
が
行
な
わ
れ
る
。

一
三
日
献
米
奉
告
祭

と

鏡

餅

開

き

午

前

十

一

時

旧
年
中
に
献
米
袋
鈩

配
布
し
て
郡
内
よ

り
奉
献
さ
れ
た
米
葬
新
年
に
あ
た
っ
て

神
前
に
お
供
え
し
、
ま
た
新
穀
に
よ
っ

て
作
ら
れ
た
鏡
餅
を
お
供
え
し
、
祭
典

終
了
後
、
津
献
さ
れ
た
鏡
餅
を
い
た
だ

く
、
こ
れ
は
生
産
感
謝
の
ま
こ
と
を
さ

さ
げ
、
ま
た
今
年
の
幸
福
を
予
祝
す
る

行
事
と
も
な
っ
て
い
る
。

の
信
仰
思
想
や
宗
教
的
儀
礼
を
究
明
し
の
状
態
に
あ
り
、
山
脈
河
川
を
境
と
す
の
根
源
で
あ
る
祖
先
を
祭
る
こ
と
で
あ
に
住
む
民
族
共
通
の
土
産
神
（
う
ぶ
す

て
、
種
々
の
分
野
に
分
類
し
定
義
ず
け
る
民
族
間
の
接
触
が
容
易
で
、
互
い
に
つ
た
。
血
脈
を
伝
え
、
精
神
を
適
し
た
な
の
か
み
）
の
霊
居
を
鎮
守
の
森
に
創

て
い
る
が
、
自
然
に
発
生
し
た
各
民
族
影
響
を
与
え
合
う
歴
史
過
程
と
は
、
全
親
族
の
霊
を
、
神
と
し
て
あ
が
め
、
そ
定
し
た
の
が
神
社
で
あ
る
。
神
社
と
い

独
自
の
信
仰
現
象
は
、
理
論
空
越
え
て
く
環
境
を
異
に
し
て
い
た
。
古
事
記
、
の
更
に
上
の
更
に
遡
る
祖
先
の
神
霊
を
つ
て
も
、
仏
教
の
渡
来
す
る
以
前
の
姿

民
族
性
と
そ
の
生
播
環
境
に
よ
っ
て
、
日
本
書
紀
等
の
古
典
の
記
述
に
あ
る
よ
敬
い
、
そ
れ
が
生
活
の
主
要
な
習
俗
は
、
今
日
の
よ
う
な
社
殿
、
そ
の
他
附

~
~
~
~
~

~

~
~
~
~
~
~
~
~
~

~
~
~
~

~~

~~

~
~
~
~
~
~
~
~
~

~

~~

~

~~

~~

~~

~

~~

~~

~~

~~

~~

~
~
~
~

~~

~~

~~

~
~
~

~
~
~
~

~
~
~
~
~

~~

~~

~

~
~
~
~
~

~
~
~
~
~
~
~

~~

~
~
~
~
~

~
~
~
~

~~

~~

~
~
~
~
~
~
~

~
~
~
~

~
~
~

~

~~

~
~
~
~
~

~

~~

~~

~

~~

~~

~
~
~
~
~

~
~
~
~
~

~~

~~

~
~
~
~
~

~
~
~
~
~
~

~

~
~
~
~

~

~

~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~

~
~
~
~

~
~
~
~
~
~
~
~

~~

~
~
~
~
~
~
~

~
~
~
~

~

~
~
~
~
~
~
~
~
~

~~

一

月

の

行

事

宗

像

会

々

長

に

再

度

就

任

し

て

一

日

元

旦

祭

午

前

十

時

井

原

元

彦

年
始
に
当
っ
て
一
年
の
福
徳
を
祈
り
、

あ
ら
ゆ
る
仕
事
始
め
を
祖
っ
祭
、
当
社

総

会

に

於

て

、

別

項

の

通

り

会

報

の

変

と

会

の

「

宗

像

」

と

合

体

す

る

こ

と

に

で
は
国
家
隆
昌
、
産
業
繁
栄
、
大
漁
満

更

、

決

定

並

役

員

改

選

の

結

果

、

不

肖

な

り

ま

し

て

、

今

後

一

層

こ

れ

に

力

を

足
、
特
に
交
通
安
全
の
大
祈
願
祭
を
行

〃

~

難

難

《

な

う

。

午
前
零
時
、
除
夜
の
鐘
と
共
に
陸
続
と
』

車
が
境
内
に
集
り
、
交
通
安
全
の
お
祈

り
と
お
抜
い
が
行
な
わ
れ
る
。

一

蕊

誌

漂

藤

藩

韓

蕊

癌

誌

新
車
を
贈
入
し
た
オ
ー
ナ
ー
は
、
必
ず

当
社
に
参
拝
し
て
一
年
間
の
安
全
を
祈

願

す

る

。

皆

様

御

揃

い

で

御

無

事

御

越

年

芽

出

度

さ

れ

ま

し

て

、

古

い

伝

統

と

由

緒

あ

る

た

。

｜
｜
日
成
人
祭
御
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。
宗
像
会
の
こ
と
で
あ
り
ま
す
の
で
、
不
杢
晶
に
は
同
質
異
形
で
あ
る
の
で
、

大
島
中
津
宮
宗
像
会
の
其
の
後
の
な
り
行
に
関
し
て
肖
を
顧
み
ず
喜
ん
で
就
任
い
た
し
ま
し
今
回
の
総
会
に
際
し
、
神
社
側
と
協
議

正

月

に

は

県

外

か

ら

里

帰

灯

す

る

若

人

御

報

告

、

挨

拶

な

り

致

し

た

い

と

思

い

た

◎

の

結

果

、

合

体

し

て

一

元

化

し

、

今

後

が

多

い

為

、

大

島

公

民

館

で

は

こ

の

巳

ま

す

。

「

宗

像

」

に

つ

き

ま

し

て

は

、

先

頃

神

は

新

聞

紙

形

式

を

と

り

、

雑

誌

形

式

は

。
；
！
…
：
↓
…
§
溌
濡
塑
蕊
蕊
窪
廉
薄
潅
乖
蕊
霊
澤
蕾
蘂
雛
溌

に
成
人
祭
を
行
な
う
。

割
糊
叫
郡
幸
詑
弓
母
野
潅
唖
呼
》
》
》
や
》
》
｜
社
史
の
中
の
宗
像
郡
民

れ
る
。
今
日
四
不
教
学
は
、
民
族
伝
承
そ
れ
は
、
大
陸
と
海
を
距
て
て
孤
立
一
ｉ
Ｉ

ｌ

嗽か

”
奉
率
哩
恥
社
排
唾
灌
郵
捌
州
窪
硯
沁
諦
雫
震
叫
奉
稚
榊
確
》
唾
聿
諦
畢
平
壱

は
、
そ
れ
ぞ
れ
神
を
も
っ
て
い
た
。
信
教
は
じ
め
儒
教
道
教
等
の
信
仰
思
想

宗

像

大

社

史

話

⑪
の
生
活
の
中
の
重
い
厳
し
い
罐
礼
行
事
各
傾
民
脹
の
生
活
圏
時
代
窪
経
る
に

鶏

憩

穏

溌

蕊

蕊

、

」

遠
く
幾
千
年
あ
る
い
は
、
有
史
以
前
特
殊
の
性
格
を
内

の
現
代
学
術
の
想
定
も
及
ば
ぬ
大
昔
か
蔵
し
て
き
た
の
で
あ
る
。
日
本
民
族
の
外
来
胴
梢
お
影
響
を
う
当
然
の
勢
で
あ
っ
た
。
民
族
の
遠
い
祖

ら
、
地
野
上
に
住
む
あ
ら
ゆ
る
民
族
わ
が
国
に
於
い
て
は
、
大
陸
か
ら
仏
け
る
以
前
の
信
仰
生
活
は
、
肉
体
と
魂
先
は
．
祖
神
に
帰
一
す
る
。
地
域
社
会

つ
に

弓

~

~ ~

戦
後
の
昭
和
二
十
二
年
、
町
議
に
当

客
年
十
一
耳
二
十
三
日
、
前
町
長
寺
達
、
町
副
議
長
を
つ
と
め
た
。
今
後

鵬
民
平
氏
の
任
期
満
了
に
伴
っ
て
町
垂
の
町
政
に
つ
い
て
新
町
長
は
次
の
よ
う

選
挙
が
行
わ
れ
、
新
人
の
赤
間
誠
、
に
語
っ
た
。

津

屋

崎

町

は

風

光

明

美

な

海

岸

線

に

室
津
良
教
の
阿
氏
が
立
候
補
し
圧
倒
的

面

し

、

背

後

は

対

馬

見

山

群

に

囲

ま

れ

多
数
を
も
っ
て
赤
間
氏
が
津
屋
崎
町
長

た

温

暖

な

水

田

耕

作

地

帯

で

、

こ

の

立

に
当
選
し
た
。
赤
間
誠
氏
は
津
屋
崎
町

津

屋

崎

町

長

決

る

ｌ

赤

間

誠

氏

に

Ｉ

、
神
祭
り
だ
け
の
、
し
か
も
日
常
と
な
っ
て
発
展
し
て
き
た
の
で
あ
る

地
条
件
に
沿
っ
た
行
政
が
必
要
で
、
津

屋
崎
町
に
は
往
時
の
活
発
な
勢
い
が
な

く
、
沈
滞
し
て
い
る
と
の
批
判
が
あ

↑
る
。
現
在
、
芦
屋
ｌ
若
松
ｌ
ｌ
玄
海

Ｔ

ｌ

崇

屋

崎

ｌ

Ｉ

古

賀

ｌ

福

岡

と

海

岸
道
路
が
計
画
さ
れ
て
い
る
の
で
、
こ

れ
が
開
通
す
れ
ば
町
の
発
展
に
利
す
る

と
考
え
ら
れ
る
。
人
口
約
一
万
余
の
町

財
政
は
、
他
町
と
較
べ
、
貧
困
で
あ

る
。
こ
の
為
、
国
か
ら
の
補
助
金
を
導

~
入
し
て
事
業
を
行
い
た
い
。
津
屋
崎
町

も
他
町
と
河
じ
く
、
ベ
ッ
ト
タ
ウ
ン
化

が
進
み
、
本
年
度
は
宮
司
に
八
幡
製
鉄

団
地
三
万
坪
が
造
成
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
他
、
道
路
舗
装
、
電
話
の
即
時

化
、
海
岸
線
の
観
光
開
発
等
問
題
は
山

債
し
て
い
る
が
、
一
つ
一
つ
対
処
し
て

ゆ
き
た
い
。
と
同
時
に
、
長
期
の
見
通

し
に
立
っ
て
行
政
を
推
し
進
め
な
け
れ

一
ば
な
ら
な
い
。

I

I

属
の
施
設
は
な
く
、
巨
巌
大
木
を
神
霊
く
、
そ
の
起
源
の
解
明
は
、
他
地
域
の
っ
た
場
合
と
、
神
霊
自
体
が
、
そ
の
地

ゐ
に
の
や
ど
る
霊
居
と
し
、
あ
る
い
は
、
山
別
民
族
の
混
入
に
よ
っ
て
伝
来
さ
れ
た
域
社
会
の
氏
族
と
根
本
的
な
直
接
の
血

朕
制
嶽
自
体
を
神
霊
の
住
む
聖
域
と
し
て
、
と
す
る
も
の
が
少
く
な
い
。
著
し
い
例
縁
関
係
な
ど
は
な
く
、
国
家
形
成
、
民

は
、
祭
り
の
対
象
と
し
た
の
で
あ
る
。
と
し
て
は
、
仏
教
が
印
度
を
発
生
の
本
族
発
展
の
使
命
を
も
っ
て
出
現
さ
れ
、

い
祖
日
常
の
生
活
は
、
所
謂
祭
政
一
致
で
地
で
あ
る
か
の
よ
う
に
見
ら
れ
る
が
、
そ
の
関
連
地
域
に
住
む
氏
族
に
よ
っ

征
会
あ
っ
た
。
民
族
の
長
は
民
族
を
率
い
仏
教
を
悟
幸
す
る
他
民
族
の
混
入
が
、
て
、
所
謂
産
土
神
と
し
て
崇
敬
護
持
さ

て
、
神
前
に
固
有
の
信
印
度
に
一
洞
を
も
た
ら
し
た
と
さ
れ
て
れ
来
っ
た
場
台
と
の
、
一
種
の
沿
革
が

一

仰
儀
礼
を
さ
さ
げ
、
同
い
る
の
で
あ
る
。
大
陸
に
あ
っ
て
は
、
観
察
さ
れ
る
。

簿
羅
譜
蕊
難
懲
戯
霧

~ ~ ~ ~

神

道

政

治

は

、

固

有

の

民

族

信

仰

た

る

は

純

血

で

な

か

っ

た

。

言

え

よ

う

。

先

祖

祭

り

そ

の

も

の

で

あ

っ

た

。

然

し

今

日

氏

神

と

氏

子

の

地

域

的

×

×

他
民
族
の
場
合
は
、
宗
教
史
学
の
説
形
式
が
あ
る
が
、
鎮
座
創
定
の
意
義
に

×

×

く
一
信
仰
形
態
が
、
必
ず
し
も
固
有
の
つ
い
て
思
料
す
る
と
き
、
氏
族
が
氏
の

民
族
信
仰
と
し
て
発
生
し
た
も
の
で
な
先
祖
を
神
社
と
し
て
、
そ
の
氏
子
と
な
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信
等
一
切
宗
像
大
社
内
の
宗
像
会
事
務
一
為
め
面
倒
を
見
る
と
言
っ
事
に
な
り
ま
一
《
磯
嶋
＃
、
鯵
、
＃
血
〃
Ｌ
ｉ
Ｌ
叫
卜
君《

所
に
御
願
い
い
た
し
た
い
の
で
あ
り
ま
一
し
た
。

野

電

誌

葎

寮

課

糒

罐

悪

鰹

澤

諦

鐸

雲

澤

蕊

所

蝿

》

諺
需
諦
誇
鐸
縣
磐
竺
轌
碑
“
御
司
謡
辞
黙
螂
春

○

白

》

、

、

Ⅱ

Ⅱ

凹

巨

仰

誰

一

ん

。従

来

の

会

費

等

現

在

の

残

金

は

、

精

ま

し

た

の

で

、

皆

様

と

共

に

感

謝

し

た

坐
》

印

霊

一

一

生

産

算

の

上

一

括

し

て

宗

像

大

社

内

宗

像

会

い

と

思

い

ま

す

。

用

和

執

一

事

務

所

の

方

に

移

し

ま

し

た

。

今

後

特

以

上

経

過

を

述

べ

な

か

ら

就

任

の

挨

拶

~
《

目

に

経

費

を

要

し

ま

す

事

業

に

つ

い

て

は

と

致

し

ま

す

．

《

賀

袖

大

識

与

或

は

会

費

徴

集

等

の

事

が

起

き

る

か

も

、

《

、

×

×

，

ブ

》

檸

剖

識

垂

知
れ
ま
せ
ん
が
、
経
常
的
経
費
は
宗
像

／

大
社
、
叉
は
郡
町
村
会
長
に
於
て
郡
の

×

×

》

宗像

身
代
り
不
動
薑
と
し
て
そ
の
信
仰
を

広
め
て
い
る
鎮
国
寺
で
は
、
総
工
費
三

千
五
百
万
円
を
か
け
、
護
摩
堂
を
中
心

に
し
た
改
装
工
事
が
去
る
十
二
月
八
日

を
も
っ
て
完
成
し
た
。

同
寺
で
は
、
昭
和
三
十
四
年
現
在
の

鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
護
摩
堂
を
建
立
し

た
が
、
内
、
外
装
が
未
完
了
で
あ
っ
た

た
め
、
去
る
八
昌
一
士
〈
曰
の
者
工
儀

式
よ
り
、
双
星
社
竹
腰
建
築
事
務
所
（

大
阪
）
の
設
計
と
富
士
建
築
（
株
）
（

神
戸
）
の
施
工
で
改
装
工
事
に
か
か
っ

た
。
護
摩
堂
外
装
は
、
屋
根
に
銅
板
を

張
り
、
外
部
コ
ン
ク
リ
ー
ト
吹
付
仕
上

げ
に
、
正
面
入
口
の
金
色
に
輝
く
吊
り

燈
寵
。
内
装
で
は
祭
壇
は
勿
論
、
天
井

に
は
格
天
井
を
張
り
堂
内
は
新
し
い
桧

の
香
り
が
満
ち
、
真
新
し
い
金
殿
玉
楼

と
な
っ
た
。

こ
の
他
に
本
堂
の
天
井
、
床
も
張
替
ら

れ
、
奥
ノ
院
通
夜
堂
も
解
体
修
理
が
終

っ
て
い
る
。 ‐

Ｌ
る
。
つ
ま
り
、
日
本
の
信
仰
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
。
信
仰
思
想
に
於
い
て
は
、
後
者
に
属
す
る
も
？

鎮

国

寺

改

装

落

成

~

写
り
■
缶
タ
ー
、
Ｐ
ｐ
ノ
’
、
０
〃
○
・
も
ロ
グ
々
ゆ
・
ｎ
８
″
ｆ
、
り
■
Ｆ
仏
ロ
．
Ｏ
”
〃
心
ワ
ｐ
〃
。
、
Ｐ
負
夕
Ｌ
、
日
〃
鞆
や
●
■
夕
●
診
、
日
グ
も
申
・
守
り
Ｌ
●
’
ｂ
ｇ
夕
忠
、
■
●
●
や
●
や
Ｆ
■
ｐ
照
、
巴
ノ
、
●
匹
凸
ウ
コ
ａ
ｔ
ｐ
Ｊ
〃
Ｌ
、
１
ｂ
〃
早
早
・
”
″
ｒ
、
、
〃
盛
り〉

》

賀

春

）〉

〉

》

来

春

三

十

六

ホ

ー

ル

一

斉

オ

ー

プ

ン

一、》

一

福

岡

国

際

カ

ン

ト

リ

ー

ク

ラ

ブ

〉

〉

西

日

本

最

大

の

チ

ャ

ン

ピ

オ

ン

コ

ー

ス

一

Ｊ

へ

）

難

奄

蝿

葱

鍜

蕊

一

宮
！
●
雲
・
●
く
．
．
●
令
●
ｉ
、
″
…
・
●
●
．
；
、
く
●
●
．
・
・
~
～
．
．
●
~
．
～
！
●
~
．
…
、
く
．
…
●

～
．
●
●
，
●
：
、
●
！
；
…
●
』
一

付
帯
工
事
と
し
て
、
参
詣
者
の
た
め
の

駐
車
場
（
約
千
坪
）
と
、
七
百
万
円
を

か
け
た
二
階
建
手
洗
所
の
新
設
も
さ
れ

た
。
更
に
境
内
の
池
も
防
火
用
水
を
兼

ね
て
改
修
さ
れ
、
護
摩
堂
右
手
に
四
国

の
石
鎚
山
か
ら
取
り
寄
せ
ら
れ
た
石
に

依
る
石
庭
等
は
、
こ
れ
か
ら
の
宗
像
名

物
と
な
る
で
あ
ろ
う
。

（
写
真
下
は
鎮
国
寺
護
摩
堂
）

Ⅱ 有限会ネ

宗像

母

■
函
函
画
唖
麺
容
詞
測
『
鋼
縄
詞
調
鋼
珂
刈
到
罐
錨
麹
蝿
蝿

~ ~

拳鋤鰯……
1969 (順不同）

~~

交通安全宗像大社の

謹しんで新年の御祝詞を申し上げます
~

！

’九
州
三
菱
自
動
車
販
売
株
式
会
社

Ｒ
巽
課
織
詫

、⑳福
岡
日
野
自
動
車
株
式
会
社

迦
蕊
識
一
言
黙

福
岡
ダ
イ
ハ
ツ
自
動
車
株
式
会
社

》
報
難
い
一
手
毒
》

北
部
九
州
い
す
ぎ
モ
ー
タ
ー
株
式
会
社

取

締

役

社

長

寺

坂

勝

次

伽
砂
謡
抑
鑪
鑿
ユ
手
識

株
式
会
社
マ
ッ
ダ
オ
ー
ト
福
岡

⑪

睡

鼈

獅

獅

識

電

話

代

表

④

六

○

三

一

’

九

番

福
岡
い
す
ｇ
自
動
車
株
式
会
社

取

締

役

社

長

渡

辺

藤

吉

癖
鶴
ｗ
》
奉
却
岬
謹
誌
函
町
一
一
垂
一
二
一
一
審
識

4

】

北
九
州
日
産
モ
ー
タ
ー

株

式

会

社

代

表

取

締

役

松

本

虎

次

郎

福
岡
市
比
恵
屋
敷
町
三
十
三
番
地

電

話

代

表

、

一

八

三

一

番 ’
’
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去
る
十
二
月
十
五
日
未
明
、
当
社
古
式

祭
が
厳
粛
に
斎
行
さ
れ
た
。

前
日
ま
で
温
暖
で
あ
っ
た
天
候
も
、
夜

来
か
ら
寒
気
が
厳
し
く
な
り
、
早
朝
に

は
例
年
並
み
の
冬
型
の
気
温
と
な
っ
た

こ
の
祭
り
に
集
う
人
々
は
境
内
の
一
隅

で
燃
火
を
囲
み
、
祭
り
の
後
の
お
座
を

楽
し
み
と
し
て
い
る
。

古
式
祭
に
は
、
昔
か
ら
特
別
な
お
供
物

が
捧
げ
ら
れ
る
。
暁
暗
の
神
湊
江
口
の

浜
か
ら
採
取
さ
れ
た
ゲ
バ
サ
モ
と
呼
ば

れ
る
海
草
が
、
江
口
の
奉
仕
者
に
よ
っ

て
神
社
に
到
書
す
る
。

神
前
に
は
今
年
の
新
米
を
始
め
、
海
、

山
の
幸
が
供
え
ら
れ
、
こ
れ
に
ゲ
パ
サ

モ
、
菱
餅
、
九
年
ボ
ウ
（
蜜
柑
の
一
種

）
が
そ
え
ら
れ
、
竹
寵
に
い
れ
ら
れ
て

神
前
に
別
に
供
え
ら
れ
る
。

を
先
ず
「
鶏
の
日
」
と

し
て
い
る
点
か
ら
み
て

も
、
こ
の
感
じ
は
一
般

的
な
も
の
で
あ
う
。

鳥
類
の
中
で
一
番
人

間
に
役
立
つ
も
の
と
い

え
ば
、
何
と
い
っ
て
も

鶏
で
あ
る
。
第
一
、
ト

キ
を
つ
く
っ
て
時
間
を

知
ら
せ
る
な
ど
は
、
他

の
鳥
に
は
絶
対
に
真
似

の
出
来
な
い
芸
当
で
あ

り
、
毎
日
せ
っ
せ
と
卵

を
産
み
、
肉
の
味
の
美

昭
和
四
十
四
年
は
酉
年
、
詳
し
く
い

え
ば
己
酉
（
つ
ち
の
と
と
り
）
方
位
は

辰
巳
（
た
つ
み
）
東
南
の
年
で
あ
る
。

酉
と
い
う
字
は
酒
を
盛
っ
た
器
の
象

形
文
字
で
、
本
来
は
酒
の
意
味
に
用
い

ら
れ
、
鶏
と
は
何
の
関
係
も
な
い
が
、

十
二
支
の
と
き
だ
け
ト
リ
と
訓
じ
、
動

物
の
鶏
が
こ
れ
に
あ
て
ら
れ
る
の
で
あ

る
。

同
じ
年
頭
で
も
酉
年
と
き
く
と
、
何

と
な
く
明
る
く
、
景
気
の
よ
い
よ
う
な

感
じ
が
す
る
が
、
こ
れ
は
威
勢
の
よ
い

難
の
鳴
き
声
か
ら
の
連
想
で
あ
ろ
う

か
。
中
国
で
も
正
月
の
一
日
か
ら
七
日

ま
で
、
牛
、
馬
、
猪
等
の
禽
獣
を
そ
れ

ぞ
れ
の
日
に
配
合
し
て
い
る
が
、
元
旦

■没ミ
． 蕊 ざ 4贈‘ :鴬
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年

の

瀬

の

ま

つ

り

古

式

祭

と

鎮

火

祭

ほ
の
暗
い
中
に
神
職
の
白
衣
が
清
々

し
い
。
定
刻
、
大
太
鼓
の
響
き
と
と
も

に
祭
典
が
行
な
わ
れ
、
江
口
の
奉
仕
者

が
玉
串
を
捧
げ
て
拝
礼
、
寒
気
を
つ
い

て
行
な
わ
れ
る
年
の
瀬
の
祭
り
に
人
々

は
身
を
引
き
し
め
て
参
加
す
る
の
で
あ

味
な
こ
と
、
臓
鮒
ま
で
モ
ツ
と
し
て
食

さ
れ
る
な
ど
、
ト
リ
と
い
え
ば
鶏
を
指

す
よ
う
に
な
っ
た
の
も
そ
の
為
で
あ

る
。
更
に
、
血
は
そ
れ
を
す
す
り
あ
っ

て
大
夫
の
盟
に
用
い
、
骨
は
「
鶏
ト
」

と
い
っ
て
占
い
に
使
わ
れ
た
。
羽
毛
は

所
謂
「
鶏
冠
」
と
い
っ
て
冠
の
飾
に
用

い
た
が
、
こ
と
に
牡
謁
の
羽
毛
を
使
っ

た
も
の
は
、
推
壮
で
威
厳
が
あ
り
、
人

を
お
ど
か
す
こ
と
が
出
来
た
そ
っ
で
あ

る
。
ま
た
、
鶏
の
五
徳
と
し
て
「
平
頭

に
冠
（
と
さ
か
の
意
）
を
戴
く
は
文
、

足
に
ひ
ず
め
を
つ
け
る
は
武
、
敵
前
に

在
り
て
敢
え
て
閾
う
は
勇
、
食
を
見
て

蝿
篭
嘩
屋
串
坤
奔
確
睦
雷
咋
轆
轤
垂
唯
一

る
。こ

の
後
、
清
明
殿
に
於
て
お
座
が
開

か
れ
る
。
人
々
は
荒
莚
の
上
に
座
り
、

お
膳
の
上
に
は
強
飯
式
の
よ
う
に
高
く

一
盛
ら
れ
た
新
米
、
味
噌
汁
、
菱
餅
、
ゲ

バ
サ
モ
、
栗
の
ハ
シ
が
並
ん
で
い
る
。

ま
ず
当
番
者
が
白
衣
白
袴
で
恒
例
の
よ

う
に
古
式
祭
の
次
第
を
読
み
上
げ
、
御

神
酒
が
参
列
者
の
盃
に
み
た
さ
れ
る
。

盃
が
あ
げ
ら
れ
、
手
打
の
式
が
あ
っ
て

食
事
を
頂
く
。
神
と
共
に
今
年
の
新
米

を
頂
く
の
で
あ
る
。

こ
の
後
、
鐵
引
が
あ
っ
て
宗
像
大
神
の

御
神
号
掛
軸
、
翁
面
が
手
渡
さ
れ
る
。

こ
の
よ
う
に
し
て
一
番
座
、
二
番
座
と

参
会
者
の
あ
る
迄
続
け
ら
れ
る
。

年
の
瀬
を
迎
え
る
宗
像
の
お
座
は
盛
大

↑
に
終
了
し
た
の
で
あ
る
。

る
。
鶏
が
人
間
に
飼
わ
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
の
も
非
常
に
古
く
、
中
国
最
古
の

文
献
と
い
わ
れ
て
い
る
詩
経
に
鶏
の
詩

が
出
て
い
る
が
、
そ
の
多
く
は
鶏
が
鳴

い
た
か
ら
早
く
起
き
な
さ
い
と
い
う
新

毒
が
夫
を
励
ま
す
戒
め
の
も
の
で
あ

る
。
我
国
で
も
古
く
か
ら
太
陽
に
関
係

あ
る
霊
烏
と
し
て
、
ま
た
闇
を
追
い
は

ら
う
除
魔
的
存
在
と
し
て
貴
ば
れ
、
天

の
岩
戸
の
物
語
り
に
も
一
早
く
弩
場
し

て
い
る
。

所
で
、
参
考
ま
で
に
易
の
上
で
の
酉

年
生
れ
の
天
性
を
調
べ
て
み
る
と
、
こ

の
年
生
れ
の
人
は
、
大
層
知
恵
も
深

く
、
世
事
に
長
じ
、
思
慮
も
周
到
で
あ

る
。
信
用
を
得
て
、
世
に
進
出
す
る
と

エ
ラ
イ
人
は
そ
れ
を
み
て
「
あ
あ
昭
和

元
禄
」
と
慨
歎
す
る
。
君
歎
く
こ
と
勿

れ
こ
れ
は
昨
日
や
今
日
に
初
ま
っ
た
習

俗
で
は
な
い
、
一
寸
や
そ
っ
と
で
止
め

ら
れ
ぬ
い
わ
れ
が
あ
る
。

先
ず
門
松
だ
が
、
こ
れ
は
も
と
も
と
、

柴
と
か
榊
を
祭
の
斎
の
し
る
し
に
挿
し

た
風
習
か
ら
発
し
た
も
の
で
あ
る
が
、

松
を
用
い
る
こ
と
が
流
行
と
な
っ
て
か

家
の
内
外
を
掃
き
清
め
、
門
松
を
立

て
て
大
晦
日
を
迎
え
る
。

一
家
打
ち
揃
っ
て
年
越
そ
ば
を
食
べ

な
が
ら
テ
レ
ビ
に
写
る
紅
白
歌
合
戦
で

水
前
寺
清
子
ク
ン
か
り
「
よ
い
し
ょ
で

行
こ
う
」
と
励
ま
さ
れ
百
八
の
鐘
寅
を

聞
き
な
が
ら
床
に
つ
く
、
一
夜
明
け
れ

ば
お
正
月
、
雑
煮
を
た
べ
て
晴
書
を
蓑

当
日
、
古
式
祭
に
引
統
い
て
鎮
火
祭
が

行
な
わ
れ
た
。

神
前
に
は
カ
ン
ナ
屑
、
青
菜
、
赤
土

水
と
ふ
く
べ
が
用
意
さ
れ
、
古
式
床

し
く
火
打
石
に
よ
っ
て
火
が
つ
け
ら
れ

燃
え
上
っ
た
と
こ
ろ
で
、
ふ
く
ぺ
で
水

が
掛
け
ら
れ
青
菜
を
か
ぶ
せ
、
赤
土
を

置
い
て
消
火
の
儀
式
が
行
な
わ
れ
た
。

こ
の
後
参
列
の
郡
内
消
防
関
係
者
が
玉

串
を
捧
げ
て
来
る
年
の
平
穏
を
祈
っ
た

う
て
初
詣
で
を
す

る
。
こ
れ
が
平
均

的
日
本
人
の
生
活

で
あ
る
。
し
か
し

い
う
。
然
し
、
い
い
こ
と
ば
か
り
で
は

な
く
、
反
面
、
小
才
を
き
か
し
て
弁
舌

を
飾
る
の
で
、
偽
り
が
多
く
、
見
え
坊

で
身
分
を
忘
れ
、
ま
た
物
事
に
飽
き
易

い
と
い
う
欠
点
も
あ
る
と
い
う
ひ
わ
御

要
心
。

迷
信
に
つ
い
て
一
例
。
好
き
な
女
性

を
得
さ
つ
と
す
る
な
ら
、
雄
鶏
の
両
毛

を
取
っ
て
焼
き
、
こ
れ
を
酒
の
中
に
つ

け
て
飲
め
ば
必
ず
求
む
る
女
性
を
得
ら

れ
る
と
い
う
が
、
最
近
の
オ
ー
ト
メ
ー

シ
ョ
ン
生
産
の
鶏
の
羽
毛
に
そ
れ
程
の

神
通
力
が
あ
る
か
ど
う
か
。

最
後
に
鶏
に
関
す
る
熟
語
や
故
事
に

つ
い
て
、
二
、
三
挙
げ
て
み
と
つ
。
「

牝
鶏
の
農
（
あ
し
た
）
す
る
は
、
こ
れ

家
の
索
（
つ
）
く
る
な
り
」
牝
の
鶏
が

朝
ト
キ
を
つ
く
る
と
、
そ
の
家
は
亡
び

る
と
い
う
。
男
女
同
権
の
今
日
で
は
、

ど
っ
も
具
合
の
悪
い
言
葉
で
あ
る
が
、

夫
人
が
あ
ま
り
夫
の
仕
事
な
ど
に
差
出

口
す
る
と
、
そ
れ
は
益
に
は
な
ら
ず
、

む
し
ろ
家
を
亡
ぼ
す
源
と
な
る
と
の

意
。
股
の
討
王
は
后
の
言
に
の
み
耳

を
か
し
て
国
政
を
乱
し
周
の
武
王
は
牧

野
に
お
い
て
こ
れ
を
討
伐
す
る
の
で
あI祭

り

ま

つ

り

Ｈ

ら
こ
れ
を
神
の
依
代
と
す
る
信
仰
が
生

じ
た
。
つ
ま
り
「
お
正
月
様
」
が
お
と

ま
り
に
な
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

次
に
年
越
そ
ば
だ
が
、
そ
ば
の
よ
う

に
長
く
幸
せ
に
と
か
、
一
説
に
よ
れ
ば

江
戸
の
金
箔
師
が
金
銀
粉
の
散
ら
ば
っ

た
の
を
集
め
る
の
に
、
そ
ば
粉
を
用

い
た
と
こ
ろ
か
ら
金
銀
を
か
き
集
め
る

と
称
し
て
そ
ば
を
食
べ
る
よ
っ
に
な
っ

た
と
か
言
わ
れ
て
い
る
。
い
ず
れ
に
し

て
も
庶
民
の
願
い
は
さ
さ
や
か
な
も
の

だ
。
除
夜
の
鐘
に
し
て
、
何
も
坊
主
が

年
末
の
景
気
づ
け
に
打
鳴
ら
し
た
わ
け

で
は
な
い
。
こ
れ
は
中
国
の
宋
時
代
か

ら
始
ま
っ
た
仏
教
儀
式
で
弱
く
五
十
四

声
強
く
五
十
四
声
合
わ
せ
て
百
八
声
打

っ
た
も
の
で
一
年
十
二
箇
月
、
二
十
四

宗
像
会
理
事
会

開

か

れ

る

客
年
十
二
月
一
日
、
宗
像
会
理
事
会

が
、
当
社
々
務
所
に
於
て
開
か
れ
た
。

新
任
の
理
事
等
、
関
係
者
十
五
名
が

出
席
し
て
宗
像
会
会
計
経
理
の
移
管
の

件
、
並
び
に
今
後
の
運
営
方
針
に
つ
い

て
協
議
が
な
さ
れ
た
。
会
計
経
理
に
つ

ろ
が
、
そ
の
出
陣
の
と
き
、
天
下
の
人

に
奮
っ
た
牧
誓
の
文
中
に
こ
の
語
が
あ

る
。
「
鶏
を
割
く
に
、
い
ず
く
ん
ぞ
牛

刀
を
用
い
ん
」
小
さ
い
仕
事
を
す
る
の

に
大
き
な
器
砿
は
い
ら
な
い
。
転
じ
て

小
事
を
処
す
る
に
は
偉
い
人
は
い
ら
な

い
と
の
意
。
「
群
鶏
の
一
鶴
」
こ
の
場

合
は
さ
す
が
の
鶏
も
、
気
の
毒
に
も
あ

ま
り
役
に
も
立
た
な
い
、
目
に
も
雷
わ

ぬ
憐
れ
な
存
在
と
な
り
、
鶴
だ
け
が
一

き
わ
秀
で
た
も
の
と
し
て
と
り
あ
つ
か

わ
れ
て
い
る
が
、
鰹
と
比
較
さ
れ
た
の

で
は
止
む
を
得
ま
い
。
「
鶏
肋
」
あ
ま

り
役
に
も
立
た
な
い
が
、
さ
り
と
て
棄

て
る
に
は
惜
し
い
と
い
う
意
味
。
鶏
の

肋
（
あ
ば
ら
）
は
肉
が
少
な
い
。
さ
り

と
て
捨
て
る
に
棄
て
ら
れ
ぬ
と
い
う
こ

と
か
ら
起
っ
た
も
の
。
自
分
の
詩
文
集

な
ど
に
謙
遜
し
て
よ
く
こ
の
名
を
付
け

る
。以

上
酉
年
に
因
ん
で
ト
リ
と
め
の
な

い
こ
と
を
書
き
綴
っ
た
が
、
と
も
あ

れ
、
落
語
の
駄
酒
落
で
は
な
い
が
、
今

年
は
コ
ケ
ゴ
ケ
ッ
コ
ー
な
年
で
あ
り
た

い
も
の
で
あ
る
。

い
て
は
、
当
社
宗
像
編
輯
部
が
こ
れ
を

引
継
ぎ
運
営
し
て
ゆ
く
事
に
決
議
さ
れ

た
。今

後
の
運
営
方
針
に
つ
い
て
は
、
事

業
は
必
要
に
応
じ
て
企
画
し
て
会
計
を

一
元
的
に
処
理
し
て
ゆ
く
事
で
意
見
の

一
致
を
見
た
。

尚
、
理
事
会
は
、
毎
月
敵
会
の
折
に

開
く
事
に
決
定
し
た
。

う
風
習
と
な
っ
て
残
っ
て
い
る
に
す
ぎ

な
い
。
元
日
の
朝
食
べ
る
雑
煮
は
年
越

し
の
お
寵
り
の
解
斎
の
食
事
で
あ
る
。

亦
今
日
、
初
詣
で
壷
行
な
う
の
は
こ
の

斎
寵
り
の
変
型
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

年
の
始
め
の
た
め
し
と
て

終
り
な
き
世
の
目
出
た
さ
を

松

竹

た

て

て

門

ご

と

に

栂
つ
今
日
こ
そ
楽
し
け
れ

気
、
七
十
二
候
を
合
わ
せ
た
数
字
と
言

わ
れ
て
い
る
。
百
八
煩
悩
を
さ
ま
す
た

め
と
言
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
後

世
の
こ
と
で
あ
る
。

年
越
し
の
夜
は
本
来
は
一
晩
寝
ず
に
静

か
に
謹
慎
し
て
年
神
を
お
迎
え
し
た
も

の
で
あ
る
が
、
世
の
移
り
変
り
と
共
に

そ
れ
も
く
ず
れ
、
わ
ず
か
に
そ
の
名
残

謹賀新年楠
の
一
刀
彫
り
〃
と
り
〃

’
白

砂

青

松

の

中

に

玄

海

灘

を

望

む

り
が
大
晦
日
の

夜
は
年
が
明
け

る
ま
で
夜
更
か

し
を
す
る
と
言

玄

海

ゴ

ル

フ

場

福
岡
県
宗
像
郡
玄
海
町

電
話
宗
像
代
表
二
三
六
七
番

~

初
詣
で
案
内

テ
レ
ビ
と
ラ
ジ
オ
で

初
詣
で
案
内
が
テ
レ
ビ
と
ラ
ジ
オ
を
通

じ
て
行
わ
れ
た
。

去
る
十
二
月
十
八
日
並
び
に
二
十
六
日

Ｋ
Ｂ
Ｃ
テ
レ
ビ
の
テ
ィ
タ
イ
ム
シ
ョ

ー
、
Ｒ
Ｋ
Ｂ
テ
レ
ビ
の
リ
ビ
ン
イ
グ

シ
ョ
ー
に
当
社
職
員
が
出
演
し
て
、
初

詣
で
と
当
社
由
緒
に
つ
い
て
、
又
太
古

か
ら
交
通
安
全
訴
願
が
行
わ
れ
て
来
た

事
を
説
明
し
た
。

一
方
Ｒ
Ｋ
Ｂ
ラ
ジ
オ
放
送
で
は
、
三

十
日
の
午
後
か
ら
一
日
か
ら
五
日
ま
で

は
午
前
中
、
五
回
ず
つ
当
社
の
コ
マ
ー

シ
ャ
ル
ス
ポ
ッ
ト
を
撞
入
し
て
、
初
詣

で
は
宗
像
大
社
を
Ｐ
Ｒ
し
て
い
る
。

賀 正

⑧息~臘行

宗像支店

(順不同）1969

交通安全宗像大社の

謹しんで新年の御祝詞を申し上げます

国
際
モ
ー
タ
ー
ス
株
式
会
社

一

報

難

癖

齢

零

蝿

九
州
ス
ズ
キ
販
売
株
式
会
社

讓

窪

孵

轆

澪

本
社
福
岡
市
下
呉
服
町
九
番
三
十
二
号

電

話

代

表

⑳

八

○

六

一

番

日
産
サ
ニ
ー
福
岡
販
売
株
式
会
社

取

締

役

社

長

甲

斐

島

衛

国
牽
鯛
諦
東
篭
手
垂
一
一
儘
識

日
産
サ
ニ
ー
北
九
州
販
売

株

式

会

社

国

鱸

蘂

零

厘

詐

評

電

話

代

表

二

一

三

六

番

日
産
プ
リ
ン
ス
福
岡
ヤ
ナ
セ

株

式

会

社

《
鵠
蠅
藻
帽
一
鍛
瓢
纒

霧

電

話

代

表

⑫

一

二

二

一

番

厄 ト
ョ
タ
パ
プ
リ
カ
博
多
株
式
会
社

・

蕊

豊

誰

蕊

電

話

代

表

⑨

六

三

八

八

番

ト

ヨ

タ

パ
~

パ

比
恵
営
業
所
福
岡
市
白
鷺
町
四
二
番
地

電

話

代

表

、

五

五

七

五

番

ブ

リ

カ

北

九

州

株

式

会

社

取

締

役

社

長

永

田

忠

八
幡
区
黒
崎
大
字
熊
手
三
二
七
七
ノ
ー

電

話

、

四

九

三

一

’

五

番
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壱

岐

長

谷

川

静

子

三
日
月
や
話
題
の
多
き
船
の
中

大

井

安

部

重

郎

喜
寿
の
宴
し
ば
し
は
づ
め
る
菊

談
義

大

井

吉

田

杏

子

夕
あ
か
ね
音
立
て
鳴
る
稲
車

大

井

吉

田

和

子

月
照
る
病
害
の
稲
皓
々
と

大

井

木

原

房

子

法
蓮
学
や
わ
ら
に
茄
で
損
病
む

友
へ

門

司

永

島

哲

夫

点
滴
の
外
は
こ
よ
な
き
菊
日
和

福

岡

広

田

美

津

城
古
り
て
幻
想
さ
そ
う
秋
の
雨

田

島

白

雲

山

人

嫁
が
せ
て
柴
焚
く
庭
も
た
だ
白

し

田

島

末

安

大

孝

雪
舞
ひ
て
歩
足
も
は
や
し
師
走

か
な 宗

像
大
社
献
詠ｊ

俳
句
作
品
集
七
三
ｉ

津

屋

崎

佐

川

孝

彦

注
連
飾
楢
た
く
ま
し
く
神
な
が

Ｔ
ｂ

平

等

寺

中

野

き

み

大
社
は
交
通
の
神
よ
七
五
三

田

熊

小

野

淡

波

番
頭
も
今
日
は
背
広
の
御
慶
か

な

田

熊

小

野

か

を

る

感
謝
言
看
護
も
い
そ
と
冬
晴
る~

一己

ク
ス
の
理
想
社
会
も
、
そ
れ
を
繰
り
返

す
一
つ
の
段
階
に
す
ぎ
な
い
。
こ
の
こ

た
繰
蕊
叶
っ
て
、
こ
の
Ｇ
Ｅ
の

ス
イ
ッ
チ
・
ギ
ア
・
デ
ィ
ヴ
ィ
ジ
ョ
ン

の
や
り
方
を
わ
ら
つ
こ
と
は
で
き
な

い
。
こ
れ
は
普
通
一
般
の
人
間
の
と
る

態
度
、
方
法
を
と
っ
た
に
過
ぎ
な
い
の

で
あ
る
。
も
つ
既
存
の
安
定
し
た
部
門

あ
る
い
は
企
業
体
の
人
た
ち
に
、
何
か

も
っ
と
い
い
方
法
が
あ
る
こ
と
が
見
出

せ
な
い
と
い
う
こ
と
を
、
あ
え
て
せ
め

る
こ
と
は
で
き
な
い
だ
る
っ
。

将
来
に
関
す
る
部
門
は

独

立

さ

せ

よ

｜
出
光
佐
一
一
一
一
問
一
答
シ
リ
ー
ズ
⑳

と
は
、
明
ら
か
に
「
心
の
世
界
」
を
解

決
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
示
し

て
い
る
ね
。
「
物
の
世
界
」
を
解
決
す

れ
ば
よ
い
と
い
う
議
論
は
、
矛
盾
も
は

な
は
だ
し
い
と
思
う
ね
。

人
生
は
、
平
和
と
福
祉
を
つ
く
る
心
の
あ
り
方
が
中
心
で
あ
っ
て
、
衣
食
住
一

に
な
く
な
ら
す
、
世
界
の
平
和
、
人
類

の
福
祉
は
望
め
な
い
と
思
う
ね
。
マ
ル

ク
ス
の
よ
う
に
対
立
闘
争
に
よ
っ
て
プ

ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
が
勝
ち
、
「
物
の
世

界
」
を
解
決
し
た
と
し
て
も
、
ま
た
別

の
階
級
の
人
た
ち
か
ら
対
立
闘
争
が
起

こ
る
だ
ろ
う
。
そ
れ
を
示
し
て
い
る
の

が
、
征
服
と
革
命
を
縄
り
返
し
て
い
る

西
洋
の
歴
史
的
事
実
な
ん
だ
よ
。
マ
ル

ク
ス
の
理
想
社
会
も
、
そ
れ
を
繰
り
返

間
自
身
の
あ
り
方
も
変
わ
っ
て
い
き
、

そ
こ
に
対
立
や
い
が
み
合
い
の
な
い
理

想
社
会
が
出
現
す
る
か
の
よ
う
に
、
描

い
て
い
た
よ
っ
に
思
わ
れ
ま
す
。

出
光
そ
れ
は
ね
「
物
の
世
界
」

が
解
決
さ
れ
れ
ば
よ
い
と
い
う
け
れ
ど

ぼ
く
に
言
わ
せ
れ
ば
、
「
心
の
世
界
」

が
解
決
し
な
け
れ
ば
対
立
闘
争
は
絶
対

不
幸
に
し
て
こ
の
論
文
を
ア
メ
リ
カ

の
物
理
学
会
で
Ｇ
Ｅ
の
技
術
者
た
ち

が
発
表
し
よ
う
と
い
う
そ
の
矢
先
に
、

あ
る
小
さ
な
メ
ー
カ
ー
が
、
エ
レ
ク
ト

ロ
ニ
ッ
ク
・
ス
イ
ッ
チ
・
ギ
ア
の
実
際

の
も
の
を
つ
く
っ
て
発
表
し
て
し
ま
つ

質
問
マ
ル
ク
ス
の
考
え
の
中
に

は
理
想
主
鍍
的
な
と
こ
ろ
が
あ
っ
て
、

「
物
の
世
界
」
が
解
決
さ
れ
れ
ば
、
つ

ま
り
階
級
社
会
が
廃
棄
さ
れ
れ
ば
、
人

勾
必

リ
非「

物
の
世
界
」
は
こ
れ
に
付
属
し
た
も

の
な
ん
だ
。
マ
ル
ク
ス
は
こ
の
付
属
物

で
あ
る
「
物
の
世
界
」
の
み
を
考
え
て

い
る
。
現
在
の
政
治
、
教
育
、
産
業
な

ど
も
、
す
べ
て
物
の
分
配
論
に
蔽
わ
れ

て
し
ま
っ
て
い
る
か
ら
、
資
本
主
義
・

社
会
主
麺
・
共
産
主
義
の
対
立
闘
争
が

政
治
、
教
育
、
財
界
の
あ
り
方
と
い
う

こ
と
に
な
っ
て
く
る
ん
だ
。
「
人
の
世

界
」
日
本
は
対
立
闘
争
を
否
定
し
、
互

譲
互
助
の
基
礎
に
立
っ
て
三
千
年
来
、

平
和
・
福
祉
壷
楽
し
ん
で
き
て
い
る
。

そ
し
て
衣
食
住
は
足
れ
ば
よ
い
、
質
素

を
旨
と
す
べ
し
と
言
わ
れ
て
き
て
、
ぜ

い
た
く
、
享
楽
を
戒
め
て
い
る
。
「
物

の
国
」
で
重
視
し
て
い
る
ぜ
い
た
く
、

享
楽
な
ど
は
、
ぼ
く
か
ら
言
え
ば
、
物

の
奴
隷
で
あ
っ
て
、
資
本
家
が
黄
金
の

奴
隷
に
な
っ
て
い
る
こ
ど
と
同
じ
じ
ゃ

な
い
か
。
ぜ
い
た
く
、
享
楽
は
つ
つ
し

ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

マ
ル
ク
ス
の
志
っ
に
、
対
立
闘
争
の

思
想
に
立
っ
て
い
れ
ば
、
い
ろ
い
ろ
な

社
会
改
革
を
や
り
、
生
産
手
段
を
国
有

化
し
た
と
い
っ
て
も
、
そ
の
つ
ち
に
自

分
の
地
位
や
、
櫃
利
壬
ほ
し
い
ま
ま
に

し
て
、
わ
が
ま
ま
を
す
る
者
が
出
て
は

こ
な
い
か
。
そ
こ
で
ま
た
対
立
闘
争
が

起
こ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
過
去

の
歴
史
を
顧
み
て
ご
返
答
願
い
た
い

ね
。

の
は
、
そ
れ
ぞ
れ
相
当
の
欠
陥
は
あ
る

が
、
実
際
に
こ
の
問
題
と
取
り
組
ん
だ

場
合
に
役
立
つ
こ
と
が
多
い
。

こ
の
比
較
的
容
易
な
や
り
方
は
、
新

製
品
、
あ
る
い
は
新
サ
ー
ビ
ス
を
企
画

し
て
い
る
最
初
の
時
点
に
お
い
て
、
こ

の
製
品
あ
る
い
は
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て

こ
の
問
題
の
解

決
策
と
し
て
二

つ
の
方
針
が
あ

げ
ら
れ
る
。

こ

の

二

つ

の

方
針
と
い
う
も

そ
こ
で
非
常
に
大
き
な
、
か
つ
成
功

を
収
め
て
い
る
企
業
体
の
場
合
に
は
、

新
製
品
の
開
発
や
、
す
で
に
や
っ
て
い

る
仕
事
の
間
隙
に
あ
る
異
な
っ
た
活
動

に
つ
い
て
の
研
究
は
、
別
の
穏
関
を
設

け
る
こ
と
が
適
切
の
よ
う
に
思
わ
れ
、

ｂ
や●
醒
乞
ｉ
ｆ
虻
ヅ
ハ
ケ

ロ

経

営

と

は

何

か

Ｐ

Ｆ

ド

ラ

ッ

カ

ー

あ
る
と
言
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
点
、
店

主
の
労
働
観
と
同
じ
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。
し
か
し
マ
ル
ク
ス
主
装
は
、
資

本
主
義
下
で
は
癩
取
さ
れ
て
い
る
か

ら
、
労
働
は
愉
快
で
な
く
、
ま
た
人
間

の
実
現
で
は
な
く
て
、
資
本
へ
の
苦
役

と
し
て
と
ら
え
て
い
ま
す
。
は
た
し
て

愉
快
な
労
働
、
人
間
の
自
己
実
現
の
労

働
は
、
資
本
主
義
下
で
は
あ
り
え
な
い

の
で
し
ょ
う
か
。

出
光
日
本
人
に
は
本
来
「
労
働

は
、
だ
れ
が
、
ど
こ
で
、
い
つ
ま
で

に
、
ど
れ
だ
け
の
こ
と
を
や
っ
て
い
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
か
。
一
つ
の
目
標
期

日
を
立
て
、
逆
算
し
て
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

を
立
て
て
行
く
。
こ
の
逆
チ
ャ
ー
ト
式

の
や
り
方
と
そ
の
寅
任
者
と
、
デ
ッ
ド

は
神
聖
で
あ
る
」
と
い
る
考
え
毎
号

記
資
本
主
轆
社
会
で
は
、

愉

快

な

真

の

労

働

は

あ

り

え

な

い

か

質
問
マ
ル
ク
ス
は
労
働
す
る
こ

と
こ
そ
、
人
間
の
本
質
で
あ
る
と
し
ま

す
。
労
働
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
人
間
は

自
己
を
実
現
し
、
人
格
を
成
長
せ
し
め

る
か
ｂ
、
労
働
は
正
常
な
生
命
活
動
で

。
ラ
イ
ン
を
き
め
て
し
ま
う
こ
と
が
大

切
で
あ
る
。

な
お
こ
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
リ
ン
グ
と
い

う
も
の
が
非
常
に
複
雑
で
、
た
と
え
ば

非
常
に
多
く
の
下
請
け
業
者
を
使
わ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
か
、
あ
る
い
は
途

中
で
試
作
の
段
階
を
何
回
も
繰
り
返
し

て
、
人
間
は
な
に
か
崇
高
な
る
目
標
に

向
か
っ
て
働
い
て
い
る
ん
だ
。
と
く
に

維
新
前
に
お
い
て
は
、
金
を
目
当
て
に

働
い
て
い
る
の
は
一
部
の
商
売
人
だ
け

で
あ
っ
た
。
大
部
分
は
清
廉
潔
白
、
責

任
を
重
ん
ず
る
国
民
で
あ
っ
て
、
そ
の

責
任
感
か
ｂ
ま
じ
め
に
真
剣
に
働
い
て

い
た
ん
だ
。
日
本
人
は
金
を
趨
越
し
た

親
切
と
か
、
勤
勉
な
ど
と
い
う
伝
統
を

も
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
金
以
外
に
人

間
と
し
て
の
尊
い
目
標
を
も
っ
て
い
る

と
い
う
こ
と
だ
。
そ
れ
を
具
体
的
に
雷

え
ば
、
日
本
人
は
お
互
い
に
仲
良
く
平

和
に
暮
ら
す
と
い
う
崇
高
な
目
標
を
も

っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
だ
ね
。
だ
か
ら

日
本
民
族
と
外
国
民
族
と
の
違
い
は
、

全
体
の
た
め
に
働
く
か
、
利
己
の
た
め

に
働
く
か
、
の
違
い
で
あ
る
。
お
互
い

の
た
め
か
、
自
分
の
た
め
か
と
い
う
こ

と
だ
よ
。

自
分
の
た
め
に
働
く
と
い
う
こ
と
で

あ
れ
ば
、
他
人
の
た
め
に
働
く
こ
と

は
、
苦
役
に
な
る
だ
ろ
う
が
、
全
体
の

平
和
・
福
祉
の
た
め
に
い
く
と
い
う
こ

と
な
ら
ば
、
そ
れ
は
苦
役
ど
こ
ろ
か
、

尊
い
、
楽
し
い
労
働
と
な
る
。
こ
れ

は
君
ら
が
号
つ
じ
や
な
い
の
か
。
残
業

手
当
も
受
け
取
ら
ず
に
、
時
間
を
超
越

し
て
働
い
て
い
る
毎
つ
っ
。
出
光
の
人

は
、
肉
体
の
苦
労
を
精
神
的
に
楽
し
ん

で
い
る
と
い
う
こ
と
な
ん
だ
。
こ
れ

が
、
労
働
の
切
り
売
り
を
し
な
い
日
本

人
の
あ
り
方
で
は
な
い
か
と
思
っ
ね
。

言
い
換
え
れ
ば
、
日
本
人
は
、
働
く

と
い
う
こ
と
の
目
標
が
金
で
な
い
と
同

時
に
、
国
家
・
社
会
の
た
め
、
現
在
で

は
も
つ
世
界
全
人
類
の
平
和
・
福
祉
の

た
め
に
、
と
い
う
考
え
で
働
い
て
い
る

と
い
う
こ
と
な
ん
だ
。

多
い
と
い
う
場
合
に
は
、
い
わ
ゆ
る
プ
去
し
て
し
ま
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で

ロ
ダ
ク
ト
。
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
と
い
う
も
あ
る
。
普
通
の
経
営
組
織
内
に
お
い

の
を
般
置
す
る
や
り
方
で
あ
る
ｏ
て
、
部
門
間
の
調
整
と
い
う
も
の
に
、

｜
っ
の
新
し
い
撫
想
が
具
俸
化
し
、
蕊
竪
流
窯
議
罫

》
坑
を
取
り
上
げ
よ
う
と
い
う
決
定
が
す
る
よ
う
な
仕
事
あ
る
い
は
部
門
と
い

行
な
わ
れ
た
と
き
に
、
そ
の
製
品
の
寅
う
も
の
を
設
け
ま
い
と
い
う
の
が
、
一

任
者
、
プ
ロ
ダ
ク
ト
・
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
般
的
の
考
え
方
で
あ
る
。

て
、
賦
験
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
と
い
う
も
の
壷
設
置
し
て
、
そ
の
人
に

い
っ
た
圭
っ
な
、
複
雑
な
一
つ
の
企
画
以
後
の
試
作
か
ら
最
後
の
商
品
化
し
て

で
あ
る
場
合
に
は
、
こ
れ
は
コ
ン
ビ
市
場
に
販
売
す
る
ま
で
全
責
任
を
持
た

ユ
ー
タ
ー
が
非
常
に
う
ま
く
片
づ
け
て
せ
て
し
ま
つ
と
い
う
や
り
方
で
あ
る
。

く
れ
る
一
の
事
業
で
あ
る
．

む

ろ

ん

こ

れ

に

は

各

部

門

か

ら

、

そ

れ

そ
れ
か
ら
第
二
の
や
り
方
と
し
て
ぞ
れ
の
専
門
家
を
い
れ
て
駆
使
す
る
の

~
評
や
坐
謡
譲
逵
酔
で
諜
深
澆
鑑
”

だ
と
い
う
燭
合
、
望
努
ロ
ダ
ク
ト
・
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー

危
険
を
お
か
し
て
方
式
の
非
常
に
大
き
い
利
点
は
、
こ
れ

ま
で
や
っ
て
成
功
は
部
門
間
の
調
整
と
い
う
非
常
に
む
ず

の
可
能
性
が
相
当
か
し
い
仕
事
滝
完
全
に
初
め
か
ら
除

質
問
マ
ル
ク
ス
の
人
間
の
労
働

に
対
す
る
考
え
は
、
先
の
質
問
に
あ
り

ま
し
た
さ
っ
に
、
労
働
す
る
こ
と
こ

そ
、
人
間
の
本
賛
で
あ
る
と
す
る
の
で

す
が
、
資
本
主
義
の
も
と
で
は
、
ゆ
が

ん
だ
形
に
な
っ
て
し
ま
う
か
ら
、
そ
の

原
因
と
な
る
仕
組
み
を
な
お
さ
な
く
て

は
い
け
な
い
、
と
い
う
の
で
す
が
・
・
・
・
・
・

出
光
西
欧
で
は
、
ゆ
が
ん
だ
形

に
な
っ
て
い
く
の
だ
ろ
う
が
ね
。
本
来

の
日
本
で
は
、
た
と
え
資
本
主
鐘
の
も

と
で
嘗
亡
っ
は
な
っ
て
い
か
な
い
。
労

働
に
対
す
る
考
え
方
が
違
う
か
ｂ
ね
。

現
在
の
日
本
は
、
マ
ル
ク
ス
の
雪
っ
よ

う
な
西
欧
の
形
に
な
っ
て
い
る
の
で
理

解
し
に
く
い
か
も
し
れ
ぬ
が
、
日
本
人

は
自
覚
し
て
や
ろ
う
と
思
え
ば
、
出
光

の
主
っ
な
経
営
が
で
き
る
民
族
な
ん

だ
。
出
光
の
社
員
に
は
労
働
の
切
り
売

り
と
い
う
ざ
っ
な
考
え
は
な
い
。
そ
れ

だ
か
ら
こ
そ
、
日
本
人
の
事
業
経
営
と

い
う
こ
と
を
高
調
し
て
い
る
ん
だ
よ
。

”
労
働
組
合
運
動
を
い
か

に

評

価

す

る

か

質
問
マ
ル
ク
ス
主
義
は
、
労
働

者
が
自
分
の
生
活
条
件
を
改
善
し
、
向

上
さ
せ
て
い
く
た
め
に
は
、
労
働
組
合

な
ど
の
組
織
を
中
心
に
し
て
団
結
す
る

こ
と
が
必
要
で
あ
る
、
と
強
調
し
て
い

ま
す
。
現
実
に
労
働
組
合
な
り
、
労
働

運
動
と
い
う
も
の
が
、
労
働
者
の
か
っ

て
の
悲
惨
な
生
活
状
態
を
改
善
し
、
各

種
の
社
会
保
障
や
、
福
祉
政
策
を
推
道

す
る
原
動
力
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

そ
の
意
味
で
も
労
働
組
合
は
、
十
分
社

会
的
意
義
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
ま
す

が
、
店
主
は
こ
の
事
実
を
ど
っ
評
価
さ

れ

ま

す

か

。

（

以

下

次

号

）

宮

田

片

山

一

秋
の
陽
の
巌
に
摺
よ
う
千
年
の
風
雨

に
耐
え
し
臼
杵
石
仏

東

郷

藤

崎

辰

子

危
ふ
げ
に
双
手
は
な
ち
て
立
つ
孫
に
底

の
や
わ
ら
か
き
ペ
ビ
ー
シ
ュ
ー
ズ
買
う

宮

田

片

山

朔

子

珍
ｂ
し
き
色
よ
と
頒
け
ん
紫
の
サ
ル
ビ

ヤ
の
種
子
丹
念
に
採
る

田

熊

鷲

頭

か

つ

代

丸
み
も
つ
水
平
線
に
お
ど
る
け
り
大
い

な
る
か
な
潮
の
岬
は

遠

賀

長

畑

房

江

藍
深
き
晩
秋
の
空
に
そ
び
え
立
つ
孔
太

寺
山
に
紅
葉
見
え
居
り

福

岡

高

橋

八

十

翁

氷
ら
へ
ぱ
今
日
は
昨
日
の
明
日
な
り
明

日
と
も
な
ら
ば
昨
日
と
や
呼
ぱ
む

門

司

永

島

哲

夫

な
え
し
足
手
も
と
動
か
し
向
き
更
ゆ
る

ベ
ッ
ド
の
患
者
の
諦
め
し
顔

村

山

田

吉

田

佐

市

郎

新
ら
し
く
飾
り
つ
け
た
る
み
社
の
大
し

め
縄
に
初
日
か
が
よ
う

原

町

中

村

幸

海
よ
り
の
風
は
冷
た
く
千
日
草
の
す
が

れ
て
ゆ
る
る
ホ
ー
ム
に
佇
て
り

香

椎

織

田

橡

雨

（
荒
び
ゆ
く
思
想
に
思
ふ
）

な
く
年
も
暮
れ
ゆ
く

山の羅卵馳季ラ繼音響かせて蜜柑漬み来る

原

町

八

波

五

月

残
業
終
え
て
帰
る
夜
空
の
眼
交
に
晤
ら

う
如
く
上
絃
の
月

宮

田

北

原

君

子

亡
き
母
が
育
て
蒲
く
れ
し
若
鶏
の
幾
羽

か
卵
を
今
日
よ
り
産
み
初
む

大

井

村

山

幸

生

災
害
の
試
錬
に
答
え
ま
つ
ら
む
ど
心
む

ち
打
ち
し
年
は
暮
れ
行
く

混
乱
の
東
大
さ
み
し
挙
生
を
鎮
め
る
術

４
牙
ワ
ー
『
臼
・
ｑ
ｌ
ｌ
‘
到
弓
８
凸
屯
勺
９
．
Ｊ
。
。
■
、
色
Ｆ
酔
星
ｐ
Ｊ
４
４
ｇ
ｐ
ｑ
１
１
□
８
口
‐
〃

す
吾
が
家
に
秋
の
取
入
の
す
む

田

久

小

方

実

小
さ
き
草
は
小
さ
き
な
り
に
花
を
つ
け

い
つ
し
か
種
を
む
す
び
を
り
た
り

吉

武

原

田

リ

ノ

枯
れ
し
花
取
替
へ
て
部
屋
を
掃
き
出
だ

神
ゐ
ま
す
鳥
居
の
前
を
よ
ぎ
る
に
も
こ

こ
ろ
の
冠
り
脱
か
い
世
ぞ
壷
き

朝

町

井

上

陽

之

助

か
す
か
な
る
笹
の
葉
ず
れ
の
さ
さ
ゆ
れ

第
辛
一
回
宗
像
大
社
献
詠
歌

に
ゆ
れ
て
淋
し
き
秋
の
空
か
な

吉

武

原

田

松

代

毎
月
十
五
日
〆
切

む
と
ね
が
ふ
初
春

田

島

楠

本

正

さ
ざ
ん
か
の
紅
一
つ
流
れ
逝
き
山
狭
の

里
年
は
ふ
け
行
く

少
か
る
残
り
の
命
効
し
る
く
生
き
通
さ

武

丸

立

石

ろ

せ

の

手
術
前
の
一
週
間
を
お
ろ
お
ろ
と
ペ
ッ

ト
に
を
り
て
落
着
の
な
し

深

田

中

野

節

子

音
立
て
Ｅ
風
吹
く
朝
を
出
勤
す
る
夫
を

見
送
る
我
ら
老
ひ
た
り

福

間

井

原

元

彦

人
々
の
数
多
祈
り
し
こ
の
社
頭
今
年
の

冬
も
暮
れ
な
む
と
す
る

田

島

白

雲

山

人

吉

田

占

部

由

久

年
々
に
み
い
づ
さ
し
添
ひ
宗
像
宮
初
詣

で
す
る
人
ら
ま
し
ゆ
く

戸

畑

田

中

ハ

ッ

セ

｜

夜嘗ふけて診せに来し女若くして馴れぬ日雇に手足いためり

福

岡

林

ま

つ

え

垂
忌
避
く
年
壷
忘
れ
い
と
し
む

朝
露
の
中

田

熊

小

野

か

を

る

善
飾
り
て
孫
等
は
い
そ
と
初
詣
で
車
は

走
る
風
花
の
街

福

間

森

八

蔵

世
は
古
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